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富⼠通テングループの CSR 
富士通テングループは、「『誠』の精神こそが CSR 活動の源泉であり、CSR 活動は企業理念に

基づく事業活動そのもの」との考えのもと、さまざまな活動を通じてステークホルダーの皆様から信

頼される企業をめざしています。 

CSR 重点課題の特定 

2016 年には、よりステークホルダーの期待や要請に沿った富士通テンらしい活動を進めていく

ため、優先的に取り組むべき重点課題（マテリアリティ）を特定しました。 
 

富⼠通テングループの CSR 重点課題 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

重点課題特定のプロセス 
ステークホルダーに対する当社の責任と対話の機会を整理するとともに、ISO26000
を活用した当社 CSR 活動の現状把握を実施しました。 
 

ISO26000、GRI「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第４版（G４）、他社ベン

チマークの結果から、当社が取り組むべき社会的課題を抽出しました。 

抽出した社会的課題について、関係部門にヒアリングを行い、「ステークホルダーにと

っての重要度」「当社にとっての重要度」の 2 つの軸からマッピングを行いました。 
 
マッピング結果について、さらにコーポレート担当役員を交えた評価・絞り込みを行って

重点課題を特定し、経営トップである社長の承認を得ました。 

2016 年度以降の取り組み 

富士通テングループとしての一体的な CSR 活動をどのように進めていくべきか、方向性を議論

する場として 2017 年 1 月からコーポレート部門の関係者が集まり「CSR 座談会」を定期的に開催

しています。また 2017 年 7 月にはコーポレート担当役員を交えた「コーポレート CSR 会議」を開

催し、各機能部門の 2016 年度の活動をレビューするとともに、2017 年度の活動の方向性につい

て議論しました。 
今後は、座談会やコーポレート CSR 会議での議論を通じて、CSR 方針/社内体制の見直し・整

備を進めるとともに、具体的な取り組み項目や目標、活動のマイルストーンを明確にしていきます。 

 
 

 

STEP1
活動の現状把握 
（2014 年度） 

STEP2
社会的課題の抽出 

STEP3
優先順位の検討 

STEP4
重点課題の特定 
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重点課題のマッピング結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点課題と 2016 年度の主な活動 
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ステークホルダーと対話の機会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

ステークホルダー 対話の機会・ツール ステークホルダー 対話の機会・ツール 

お客様 

お客様訪問による情報交換 
お客様相談窓⼝（電話・E メール） 
ユーザーアンケートはがき 
展⽰会（モーターショー／技術展⽰会）

株主 
株主総会 
各種説明会 
事業報告書・アニュアルレポート 

従業員 

職場⼒向上アンケート 
イントラ社内報 
上司⾯談 
相談窓⼝（⼈権／キャリア／こころの健康）
定例労働協議会 
コンプライアンスライン 

環境 

CSR 報告書 

近隣企業との環境交流会 

環境展⽰会への出展 
地域環境保全活動への参加 

取引先 

仕⼊先総会／⽣産動向説明会 
天栄会（総会／各分科会） 
⾃主点検調査（品質／環境／CSR）
コンプライアンスライン 

社会（地域）

定期的な対話会・情報交換会 
地域⾏事への参加・協賛 
⼯場⾒学・⼯場招待イベント 
地域防災福祉コミュニティへの参画 
地域社会への貢献活動 

 


